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６月議会報告 日本共産党伊勢崎市議団ニュース 202６年６月号 

教育費負担ズッシリーせめて修学旅行費補助を 
日本国憲法第 26 条「義務教育はこれを無

償とする」にもとづき、義務教育の授業料、

教科書代は無償です。今年度からは伊勢崎市

でも学校給食費が完全無償化されましたが、

義務教育の無償化とは程遠い状況です。 

須藤市議は文教福祉常任委員会で、義務教

育での保護者負担をなくす前提として、教育

費負担の現状を聞きました。 

 小学６年生の保護者負担の内、学校教育課

が把握しているのは 58,211円でした。 

これだけでも多いのですが、6 年生は卒業
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アルバム代や中学校の入学費用がさらにかか

ります。ところが市は、「小・中学生とも、入

学費用については全く把握していない」とい

う答弁でした。 

低所得の就学援助世帯に支給される中学入 

学費用は、63,000円です。これを足すだけ

でも、６年生の保護者の負担は 121,211円

です。昨年度の平均で、小 6で 33,611円、

中３で 77,999 円もかかったという修学旅

行費だけでも、所得制限なしの公費負担にさ

せていきましょう❣ 

 

小学校 1年生 ３年生 ６年生 

１年間の学級費及び教材費 １７,０３１ １６,３０９ ２４,０５０ 

移動音楽教室参加費 ５５０ ５５０ ５５０ 

 
小学５年・６年、中学３年 小５・臨海学校費 小６・修学旅行費 中３・修学旅行費 

臨海学校・修学旅行費 ９,５４１ ３３,６１１ ７７,９９９ 

 

中小事業者の経営危機打開を求め緊急要請 
 ６月１９日、伊勢崎佐波民主商工会は「ホル

ムズ海峡封鎖等の影響による中小企業者の経

営危機打開を求める要請書」を臂市長に手渡

し、担当職員と懇談しました。 

要請書を受け取った市長は、「地域の事業者

の皆さんの声をよく聞き、対応を考えたい」と

述べました。 ※写真は自営業者の窮状を訴える

奈良民男会長（奥）と議員団（手前） 

 

 

 

伊勢崎市の小中学生の保護者負担額（2025・令和 7年度）単位：円 

 
所属委員会など決まる―市民要望実現に全力 

はせだ公子市議（議員団長・会計） 

●総務常任委員   ●議会運営委員 

●中心市街地にぎわい創出拠点整備調査特別委員 

●議会改革推進特別委員会副委員長 

● 

須藤ひろみち市議（議員団幹事長） 

●文教福祉常任委員  

●地域交通対策調査特別委員 
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